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たくさんのご応募ありがとうございます。
今年も笑顔いっぱいの内子町でありますように――
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◉毎年１月号は「笑顔の写真」
を表紙にしています。３回目に
なりますが、年々応募が増え、
今回は125人の皆さんの笑顔が
届きました。大人の応募も増え
て、素敵な表紙・裏表紙になり
ました。応募していただいた皆
さん、ありがとうございました。
　今年も内子町の皆さんの笑
顔がたくさん届けられるように
頑張りますので、取材などのご
協力をよろしくお願いします。

光井　玲
れいじ

二くん　大瀬小学校６年（本町１）

重い病気で苦しむ人のために――
治療方法を研究する科学者になりたい

　夢は科学者です。がんなどの重い病気を研究して、病気で苦
しんでいる人のために治療方法を発見したいと思っています。
　僕は読書が趣味で、毎月８冊くらい本を読んでいます。野口
英世の伝記も読みました。病気で苦しむ人のために世界中を飛
び回って研究を重ね、自分も病気になりながらもたくさんの命
を救った話に感動しました。
　大瀬出身の大江健三郎さんはノーベル文学賞を受賞してい
ます。僕は治らない病気を科学の力で治る病気に変えて、ノー
ベル医学生理学賞を取りたいです。科学者になる夢を母に話し
たら「お母さんたちがもしも重い病気にかかったとしても、治
せるような研究をしてね」と言ってくれました。そのためにも、
まずは学校で習うことをしっかりと勉強して、趣味の読書を続
けることで、知識をさらに広げていきたいと思います。
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暁ぎ
ょ
う
あ
ん暗
の
樹き

ぎ木
た
ち
上
が
る
初
詣
　
　
松
森
向
陽
子

内
子
歳
時
記

―特集―

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
私
た
ち
―
―

俳
句
の
愛
好
者
た
ち
は
、
そ
の
暮
ら
し
を

「
季
語
の
中
で
生
活
し
て
い
る
よ
う
」と
表
現
し
ま
す
。

と
て
も
素
敵
で
す
ね
。

今
回
の
特
集
は
趣
向
を
変
え
、

写
真
と
俳
句
で
内
子
町
の
風
景
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
は
内
子
町
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
探
し
て
、

あ
な
た
の
心
が
赴
く
ま
ま
に
、
一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

写真：山本勝利さん＝上川中＝



　
奥
が
深
い
17
文
字
の
文
学

　

俳
句
は
17
文
字
の
短
い
文
学
で
す
。

親
し
み
や
す
く
、
誰
に
で
も
挑
戦
で
き

る
の
が
魅
力
。
季
語
が
難
し
い
と
い
う

声
も
聞
き
ま
す
が
、
目
の
前
に
あ
る
季

節
の
も
の
は
季
語
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

で
５
文
字
は
で
き
る
の
で
、
あ
と
12
文

字
を
加
え
る
と
、
そ
れ
が
俳
句
で
す
。

　

簡
単
で
す
が
、
奥
が
深
い
の
も
、
ま

た
魅
力
。
私
は
60
年
以
上
や
っ
て
い
ま

す
が
、「
こ
れ
で
い
い
」と
い
う
句
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
た
っ
た
17
文
字

で
す
が
、
小
説
に
も
匹
敵
す
る
厚
み
や

奥
深
さ
が
あ
る
―
―
。
一
生
の
楽
し
み

に
な
り
ま
す
ね
。

　
俳
句
は
日
本
人
の
心

　

日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
美
し
さ
を
表
現
す
る
言
葉
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
季
語
に
囲
ま
れ
、
俳
句

の
中
で
生
活
し
て
い
る
と
も
言
え
ま

す
。「
わ
び
」「
さ
び
」も
そ
う
で
す
。
松

尾
芭
蕉
の
俳
句
に
は「
わ
び
」「
さ
び
」

に
加
え
、
目
に
見
え
な
い「
し
お
り
」

や
一
筋
の
命
を
見
る「
ほ
そ
み
」
が
あ

り
ま
す
。
俳
句
の
17
文
字
か
ら
、
そ
の

趣
を
感
じ
取
れ
る
の
は
、
日
本
人
だ
か

ら
こ
そ
と
思
い
ま
す
。

　
夢
は
俳
句
で
ま
ち
づ
く
り

　

子
ど
も
た
ち
に
俳
句
に
親
し
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
、
合
併
前
の
五
十
崎
町
で

子
ど
も
俳
句
大
会
を
始
め
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
純
粋
な
心
は
、
驚
く
ほ
ど

優
れ
た
俳
句
を
つ
く
り
ま
す
。
俳
句
は

言
葉
も
豊
富
に
な
り
、
自
然
や
ふ
る
さ

と
へ
の
愛
情
も
育
み
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
資
質
が
広
が
り
、
ま
ち
の
未
来
に

も
つ
な
が
る
―
―
。
そ
れ
が
私
な
り
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
で
す
。
成
果
は

見
え
に
く
く
、
60
年
の
無
駄
を
重
ね
て

い
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
俳
句

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
育
ち
、
ま
ち

が
よ
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
。

せきれい俳句会
主幹　松森向

こ う よ う し

陽子さん

た
っ
ぷ
り
と
風
を
溜た

め
た
る
糸い

と
ざ
く
ら桜

大
島　

慧
子

透
か
し
見
る
葉
桜
明あ

し
た日
へ
の
切
符

矢
野　

秀
子

思
ひ
出
を
手
の
ひ
ら
に
受
け
藤
の
花

滝
川　

秀
子

藤
棚
の
下
で
憩
へ
る
乳
母
車

鎌
田
キ
ヨ
コ

（右）月に１回の句会の様子
（左）せきれい内子俳友会の
皆さん（上）せきれいの句集

写真：立石地区の相野の花。
昨年は４月上旬が見頃でした。

【糸桜】しだれ桜の別名。枝が
たれて優美です。

【葉桜】夏の季語。花が散って
若葉になった桜。花の終わった
寂しさ、青葉のすがすがしさ。

写真：立石地区水口さんの藤棚。
約50年かけて育てられました。

【藤・藤棚】山野に自生しますが、
庭園にも多いです。薄紫や白の
花が房状にたれます。「藤波」
という季語もあり、房が風に吹
かれるさまを表します。

広
報
の
特
集
用
に

俳
句
を
詠
ん
で

も
ら
い
ま
し
た

輝く季節の美しさ、17文字に――
歳時記は俳諧の季題や季語を集めて、解説や例句を加えたもの。
季節の言葉がたくさん詰まっていて、その一つ一つに美しさを感じます。
季語を知っていると、季節の移ろいをより美しく感じられるそうです。
その魅力について、60年以上も活動を続ける松森向陽子さんに聞きました。

「せきれい」の皆さんの俳句と合わせてご紹介します。

内
子
の
風
景
と
俳
句
―
―

内
子
町
の
春
夏
秋
冬
の
写
真
を
見
て
、

せ
き
れ
い
内
子
俳
友
会
の
皆
さ
ん
が
俳

句
を
詠
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
詠
み
溜
め

て
い
た
句
や
、
即
興
で
詠
ん
だ
も
の
で

す
。「
わ
び
・
さ
び
・
し
お
り
」を
感
じ

取
り
な
が
ら
、
美
し
い
季
節
の
言
葉
と

写
真
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

内子歳時記
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い
つ
か
野
に
還
る
棚
田
や
風
青
し

大
島　

慧
子

ほ
と
と
ぎ
す
棚
田
を
守
る
三
代
目

松
森
向
陽
子

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華
ど
の
一
本
も
傾
か
ず高

藤
士
千
子

新
米
や
音
の
弾
め
る
炊
飯
器

毛
利　

喜
子

夏
め
く
や
水
面
を
渡
り
く
る
風
も

毛
利　

喜
子

夏
の
雲
吾あ

こ子
は
ひ
ね
も
す
プ
ー
ル
出
ず

鎌
田
キ
ヨ
コ

吊
し
柿
軒の

き
は端
き
ら
き
ら
き
ら
き
ら
り

重
岡　
　

愛

柿
の
れ
ん
村
は
し
づ
か
に
老
い
ゆ
け
る

高
藤
士
千
子

栗
拾
ふ
腰
の
た
な
籠
を
ど
ら
せ
て

大
島　

慧
子

栗
ひ
ろ
ひ
戦
の
記
憶
思
ひ
つ
つ滝

川　

秀
子

托た
く
は
つ鉢
の
僧
一
列
や
雪
し
ま
く

矢
野　

秀
子

雪
の
朝
車
の
後
を
押
す
こ
と
も毛

利　

喜
子

写真：初夏の泉谷の棚田。内子
町フォトコンテスト出展作品。

【風青し】青葉の林や野を、青々
と吹き渡る強い風。

【ほととぎす】初夏に南方から渡っ
てくるので、夏を告げる鳥として
多くの詩歌に詠まれています。

写真：稲刈りの風景。内子町
フォトコンテスト出展作品。

【曼珠沙華】真っ直ぐ伸びて、
鮮やかな赤い花をつける。

【新米】今年収穫した米。手塩
にかけて育てた米が、収穫を迎
える喜びを込めた季語です。

写真：夏休みの小学校のプー
ルで泳ぐ子どもたち

【夏めく】辺りが夏らしくなって
くること。春の花が終わり、草
木が緑一色となります。

【夏の雲】夏空に出る雲。明るく
まぶしい。

写真：干し柿は、内子町の秋か
ら冬にかけての風物詩。内子町
フォトコンテスト出展作品

【吊し柿・柿のれん】
秋の季語。渋柿の皮をむいて
日当たりのよい軒先に干したも
の。干し柿。

写真：立川地区の栗畑。忙しい
時期は子どもたちもお手伝い

【栗拾い】栗だけでも季語です。
「栗飯」や「いがぐり」などの季
語もあります。白い毛虫のよう
なふさふさとした「栗の花」は
夏の季語です。

写真：雪に凍える薬師の大イ
チョウ。

【雪しまく】「しまく」は「巻く」
の意味で、吹雪が激しく吹き巻
くことを表す季語です。

【雪】春の花（桜）、秋の月と並
ぶ代表的な季語。傍題も多い。
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「最後の言葉で迷い、『置き手
紙』がやっと出てきました。俳
句で平和への思いを伝えられ
て、よかったです」

「伝える義務と学ぶ義務がある」
の被爆者の言葉。時代を超え
た置手紙の措辞によって平和
を希求する思いが伝わってき
ました。頼もしい限りです。

「受験勉強中に見た子すずめ
が頭に浮かびました。俳句は
作ってみると面白い。賞もい
ただいて達成感もあります」

何してる、って何してるんでしょ
う（笑）。私は部活、しかも地味
な筋トレを想像します。子すず
めに見つめられ、微妙な気分で
もやめるわけにも……。「俺は何
してる」は、今の様子でもあり、
人生の自問自答のようでもあり。

「小田小はみんな俳句ノートを
持っているので、句を考えるの
が楽しいです。『青嵐』で自分
の心境も上手く表現でました」

「踏み出す一歩」は、とても前
向きな言葉と季語の青嵐がと
ても爽やかで、これから陸上
競技の練習を元気にやってい
きたいと思える一句でした。

「私の俳句を、夏井先生に選
んでもらってうれしかった。
これからもたくさんの発見を
して俳句にしたいです」

「空におへそを向けて」力一
杯ひくのが綱引きの正しいや
り方。のけぞった視界には高
く青い「秋空」が広がってい
ます。大きなかけ声も青空に
吸い込まれていっているので
しょう。迫力がありました。

「先生とこいのぼりの話をして
思い付いた句です。五・七・
五にするのに時間が掛かった
けれど、上手にできました」

鯉のぼりが風に乗って勢いよ
く空に泳ぐ様子を切り取った
大らかな句。「風を食う」とい
う擬人法がこの句にインパク
トを与えています。

「お母さんがおらんかったと
きの寂しさを詠みました。五・
七・五でまとめるのは大変だ
けど、俳句は楽しいです」

台所にいて、外では勢いよく
五月雨が降っている。お腹が
減ったのに、「母ちゃん」は仕
事に行っているのか居ませ
ん。「五月雨や」というとその
音も強調されます。雨音が一
層寂しさを誘います。

「絵日記にも描いた夏休みの思
い出です。俳句が好きになっ
たので、いっぱい思い出をつ
くって俳句にしたいです」

「ひとりでもって」という中
七で、作者の喜びと力強さが
うかがえます。自分の気持ち
を素直に詠み、とてもいい俳
句になりました。

「写生大会で高昌寺に行った
ときの俳句です。初めても
らった賞が最優秀賞だったの
で、うれしかったです」

美しい画を見ているような心
地になりました。「大きなもん」
を見ながら、それを「しずかに
えがく」。気づくと「あかとん
ぼ」が群れ飛び始めています。
作者のいる風景も含めて一枚
の芸術作品になっていますね。

　小田小では 28年度の３学期から、
学期ごとに１回の「俳句集会」をして
います。各学年から１句だけ代表句を
出して、その中から一番いい句をみん
なで選びます。選ぶ前に児童たちが感
想を言うのですが、「こんな情景が浮か
んだ」「この部分がいい」など、キラリと
輝く感性を見せてくれて、私たちが驚
くこともたくさんあります。
　以前から船田義

よしなお

直先生がクラスの児
童の句を愛媛新聞に投稿していたこと
がきっかけで、今は全校で応募するよ
うになりました。他にも投句ポストを
置いて、投稿された句を昼休みに放送
で流したり、月に１回、吟

ぎんこう

行という俳
句の種探しに行ったりもしています。
　俳句を通じて、児童たちの感性や表
現力が育まれていることを感じていま
す。小田は自然が豊かなので、季節の
移ろいを感じながら、ふるさとの良さ
をいっぱい見つけてほしいです。

小
田
小
学
校
校
長

　
　
　

吉
岡　

宏ひ
ろ
ゆ
き之

さ
ん

自然豊かな小田の良さ
俳句を通じて感じてほしい

＼俳句、大好き～／

あ
か
と
ん
ぼ

　

し
ず
か
に
え
が
く
大
き
な
も
ん

内
子
小
２
年　

今
宮
跳と

う
ま真

く
ん

五
月
雨
や
母
ち
ゃ
ん
い
な
い
台
所

小
田
小
４
年　

宮
内
應お

う
す
け介
く
ん

秋
空
に

　

お
へ
そ
を
向
け
て
綱
を
引
く

天
神
小
５
年　

池
田　

凪な
ぎ

さ
ん

子
す
ず
め
が
目
で
追
う

俺
は
何
し
て
る

五
十
崎
中
３
年　

岡
田　

周し
ゅ
う

さ
ん

た
い
ま
つ
を

　

ひ
と
り
で
も
っ
て
む
し
お
く
り

天
神
小
１
年　

前
田
京き

ょ
う
か香
さ
ん

こ
い
の
ぼ
り

　
　

大
き
な
口
で
風
を
食
う

大
瀬
小
４
年　

窪　

龍り
ゅ
う
き輝
く
ん

バ
ト
ン
パ
ス
踏
み
出
す
一
歩
青
嵐

小
田
小
６
年　

中
居
明あ

す

か
日
香
さ
ん

原
爆
忌
時
代
を
超
え
た
置
き
手
紙

内
子
中
１
年　

稲
田
柚ゆ

ず
な那

さ
ん

夏
井
い
つ
き
選
・
最
優
秀
賞
受
賞
者

内
子
町
教
育
委
員
会
選
・
最
優
秀
賞
受
賞
者

選
者
の
講
評

夏
井
先
生
の
講
評俳句集会を終えた小田小学校の皆さん

俳句に力を入れる小田小

の取り組みを紹介します

内
子
町
の
俳
句
キ
ッ
ズ
―
―

「
内
子
町
小
・
中
学
生
俳
句
大
会
」（
内
子
町
教
育
委

員
会
主
催
）の
表
彰
式
が
12
月
17
日
、
内
子
自
治
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
１
７
１
句
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
最
優
秀
賞
の
８
句
と
講
評
、
受
賞
者
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。
俳
句
に
力
を
入
れ
て
い
る
小
田

小
学
校
の
取
り
組
み
も
紹
介
。
日
本
人
の
心
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
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内
子
町
の
林
業
に
、
新
た
な
光
―
―

学
習
型
イ
ベ
ン
ト
が「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」

　

内
子
町
図
書
情
報
館
の
来

場
者
数
が
50
万
人
に
到
達
し

た
12
月
16
日
、
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
館
は
平
成
16
年
４
月
に

開
館
し
て
以
来
、
木
の
ぬ
く

も
り
と
香
り
の
中
で
学
ん
で

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
町

民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

50
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、

大
西
結ゆ

づ
き月
さ
ん（
内
子
小
２

年
）。
職
員
か
ら
認
定
証
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
る
と
、「
う

れ
し
い
」
と
満
面
の
笑
み
。

友
だ
ち
と
一
緒
に
く
す
玉
を

割
っ
て
祝
い
ま
し
た
。
小
泉

明あ
き
こ子
館
長
は「
こ
こ
は
図
書

館
で
も
あ
り
、
心
の
居
場
所

で
も
あ
る
。
気
軽
に
利
用
し

て
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

50
万
人
に
到
達
し
た
記
念
日
を
、
来
館

し
て
い
た
み
ん
な
で
祝
っ
た

表
彰
さ
れ
た「
木
こ
り
市
場
」の
取
り

組
み
。
端
材
な
ど
を
搬
入
す
る
利
用
者

木
と
人
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
図
書
館

親
し
ま
れ
、
来
場
者
が
50
万
人
に
―
―

自
治
体
政
策
評
価
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

内
子
町
内
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
顕
彰

　

環
境
首
都
創
造
Ｎ
Ｇ
Ｏ

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主

催
す
る「
自
治
体
政
策
評
価

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
表
彰
式

が
11
月
20
日
、
奈
良
県
で

行
わ
れ
、
内
子
町
が
取
り
組

む「
木
こ
り
市
場
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と「
エ
コ
見
ま
わ
り
隊

に
よ
る
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
活
動

監
査
」が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

木
こ
り
市
場
は
放
置
林
の
減

少
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
し
、
エ
コ
見
ま
わ
り
隊

は
町
関
連
施
設
を
住
民
が

監
査
す
る
こ
と
で
、
啓
発
活

動
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
事
例
は
同
日
に
開
か
れ
た

「
環
境
首
都
創
造
フ
ォ
ー
ラ

ム
」で
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

南海トラフ巨大地震に備えて
五十崎地区で大規模な防災訓練

　
「
29
年
度
内
子
町
防
災
訓

練
」
は
12
月
３
日
、
五
十
崎

地
域
の
各
地
で
行
わ
れ
、
消

防
署
や
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
約
７
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
事
前
に
訓
練
の

内
容
を
知
ら
せ
な
い「
ブ
ラ

イ
ン
ド
方
式
」
を
初
め
て
採

用
。
午
前
８
時
に
震
度
６
弱

の
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
で
職
員
な
ど
に
メ
ー
ル

を
送
信
し
、
一
斉
に
訓
練
を

始
め
る
こ
と
で
、初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
職
員
の
参
集
状
況
の

確
認
を
し
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
で
は
、
自

主
防
災
組
織
の
情
報
で
被
害

状
況
を
把
握
す
る
連
携
訓
練

を
し
た
他
、
各
地
域
で
初
期

消
火
や
炊
き
出
し
、
治
療
の

優
先
順
位
を
決
め
る「
ト
リ

ア
ー
ジ
」
な
ど
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
後
に
参
加
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
た「
職
員
巡
回
の
改

善
」「
避
難
者
名
簿
作
成
の

簡
素
化
」
な
ど
の
意
見
を
も

と
に
、
有
事
に
備
え
る
た
め

の
改
善
策
を
検
討
し
ま
す
。

1_消防署員から棒と毛布で担架をつくる方法やけが人の運び
方を学ぶ　2_集まった職員で役割分担　3_消防団の模擬火
災訓練　4_新聞紙とガムテープで骨折の応急措置　5_災害
対策本部で情報を収集し、被害状況の把握に努める職員

1

4

2
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子
ど
も
た
ち
と
広
が
る
狂
言
の
世
界

「
茂
山
狂
言
内
子
座
公
演
」を
開
催

　
「
茂
山
狂
言
内
子
座
公
演
」

は
11
月
23
日
、
内
子
座
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
内
子
こ
ど

も
狂
言
く
ら
ぶ
が「
附ぶ

す子
」

と「
か
み
あ
そ
び
」
を
披
露
。

「
か
み
あ
そ
び
」は
内
子
町
を

舞
台
に
し
た
新
作
狂
言
で
、

内
子
座
創
建
１
０
０
周
年
で

上
演
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

少す
こ
な
び
こ
な
の
み
こ
と

彦
名
命
を
演
じ
た
城
戸

景ひ
ろ
み
ち道

く
ん（
天
神
小
５
）
は

「
笑
い
声
や『
す
ご
い
ね
』
と

い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
今
ま

で
の
大
変
さ
を
忘
れ
ら
れ
る
。

狂
言
で
人
を
笑
顔
に
し
、
喜

ば
せ
た
い
」
と
笑
顔
。
指
導

す
る
茂
山
千せ

ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ
ん
は

「
真
っ
直
ぐ
な
思
い
と
意
地
と

貫
禄
が
合
わ
さ
っ
た
い
い
舞

台
だ
っ
た
」
と
子
ど
も
た
ち

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
プ
ロ
の
狂
言

師
が「
水み

ず
か
け
む
こ

掛
聟
」「
棒
縛
り
」

「
瓜う

り
ぬ
す
び
と

盗
人
」
を
上
演
し
ま
し

た
。
中
で
も「
棒
縛
り
」は
海

外
で
も
上
演
さ
れ
る
人
気
の

演
目
。
不
自
由
な
格
好
で
酒

を
飲
む
姿
は
言
葉
な
し
で
通

じ
る
面
白
さ
で
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
笑
い
声
が
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。

1_有名な「附子」を演じる子どもたち　2_酒を盗
み飲みしないよう縛られる「棒縛り」の一幕

　

木
材
で
暮
ら
し
と
社
会
を

豊
か
に
す
る
モ
ノ
・
コ
ト
を

表
彰
す
る「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
２
０
１
７
」が
11
月
20

日
に
発
表
さ
れ
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
武
田
惇し

ゅ
ん
す
け奨

さ
ん

が
企
画
し
た
林
業
学
習
型
イ

ベ
ン
ト
「
ワ
ン
ツ
ー
ツ
リ
ー
フ
ォ

レ
ス
ト
」
が
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
林
業
重
機

を
使
っ
た
丸
太
積
み
や
ボ
ー

ル
す
く
い
な
ど
、
子
ど
も
も

大
人
も
楽
し
く
林
業
と
触
れ

合
え
る
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。

初
開
催
で
２
０
０
人
以
上
の

来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
は「
多
く
の
人

た
ち
の
協
力
で
実
現
し
た
イ

ベ
ン
ト
な
の
で
、
喜
び
を
分

か
ち
た
い
。
素
晴
ら
し
い
賞

と
来
場
者
の
喜
び
の
声
で
、

林
業
が
面
白
く
な
る
可
能

性
を
感
じ
て
い
る
。
次
回
は

も
っ
と
多
く
の
人
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」
と

受
賞
に
つ
い
て
の
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

1_ワンツーツリーフォレストのスタッフと参加者　2_林業の
魅力を感じる企画が充実　3_賞状を手にする武田さん　

1

1

2

2
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　「第14回内子発環境会議」（同実行委員会主催、入江英
ひであき

昭
実行委員長）が12月２日、五十崎自治センターで開かれ
ました。内子町森林組合小田支所長の大鍋直

なおゆき

幸さんと（有）
内藤鋼業代表取締役の内藤昌

まさのり

典さんが登壇し、森林環境
やバイオマス発電などについて発表。内藤さんは「バイオ
マスの発電量で内子町の３分の１の世帯をまかなえる。
電気だけでなく熱も利用できる」と話しました。

テーマは森林環境とバイオマス発電――
住民が町の環境を考える「内子発環境会議」

森林組合の取り組みなどを紹介する大鍋さん

　愛媛県内を熱気と感動で包んだ、愛顔つなぐえひめ国
体・えひめ大会を振り返る「えひめ国体のぼり展」が 12
月 14 ～ 25 日の間、内子自治センターで開かれました。
　20 市町の協力で、各会場を彩った「のぼり」を展示
した他、愛媛県選手団やスタッフが着用したウェアなど
を展示しました。来場者は「内子町ののぼりが良かった
よね」などと、国体開催の余韻に浸っていました。

えひめ国体・えひめ大会の熱気、再び――
内子自治センター「えひめ国体のぼり展」

ようこそ白銀の小田深山へ

ソルファ・オダスキーゲレンデがオープン

　ソルファ・オダスキーゲレンデ（田中年
としみつ

満代表取締役社
長）が12月22日にオープンし、初日から多くのスキー客
でにぎわいました。昨年・一昨年は雪不足のため開園が
遅れたこともあり、関係者の喜びもひとしお。田中社長は
「予定通りオープンできてよかった。今年は寒くなりそう
なので、いいコンディションが保てると期待している。身
近なスキー場をぜひ楽しんで」と呼び掛けました。

園児たちはかわいいみきゃんに大喜び 河川清掃の後にはお楽しみがいっぱい

　小田川のきれいな流れを守ることを目的とした「大き
な榎の木の下で」（同実行委員会主催、小野里

り え み

枝美会長）
が 12 月２日、共生館などで開かれました。
　参加した 80 人の子どもたちは、豊秋河原などのゴミ
拾いをした後、共生館で和太鼓グループ和奏の演奏や紙
芝居を観覧。榎のライトアップの点灯式もあり、小田川
と親しむ１日を満喫していました。

ふるさとの思い出は小田川と大きな榎

「大きな榎の木の下で」を開催

1_伝統芸能まつりに出演した皆さん　2_主に女性が
踊る「新作五十崎凧踊り」　3_三輪流臼杵神楽愛護少
年団の演技。小学生を中心に活動　4_寺村獅子舞保存
会。「三

さんばそう

番叟」「神
かぐら

楽」の勇壮な舞で観客を魅了した                                                                            

　地域住民の交流を目的とした「門松づくり」が 12 月
23 日、内子自治センターで開かれました。自治センター
管内の自治会や小中高校生ら約 100 人が参加。慣れた手
つきの大人たちが手ほどきをしながら、約１時間で門松
が完成しました。菊地奏

そ う じ ろ う

二朗さん（内子中２）は「地域
の人たちと交流できてよかった。自分たちが作った門松
が飾られているところを見てみたい」と笑顔でした。

みんなで良い年を迎えましょう

恒例の「門松づくり」で地域住民が交流

大人に教わりながら門松づくりを手伝う子どもたち

愛媛森林管理署の職員と楽しくリースづくり

小田深山からのクリスマスプレゼント

園児が森の素材でリース作りに挑戦

　小田地域の豊かな森林を身近に感じてほしいと「園児
たちとクリスマス・リース作り」（愛媛森林管理署主催）
が 12 月 20 日、小田幼稚園で行われました。
　森林管理署の職員３人が、小田深山でとれた松ぼっく
りやあすなろの葉、カズラの輪などを手に来園すると園
児たちは大喜び――。サンタクロースや森の話をしなが
ら、色とりどりのリースを作っていました。

地域に伝わる伝統芸能で交流――
「内子町伝統芸能まつり」

　内子町の伝統芸能を未来に保存・継承しようと「第６
会内子町伝統芸能まつり」（内子町伝統文化継承団体連
絡会主催、大久保博

ひろまさ

正会長）が 12 月 17 日、内子座で開
かれました。
　開会式で稲本隆

たかとし

壽町長が「皆さんが守ってきた伝統文
化を次世代につなぐために見てほしい、知ってほしいと
いう思いで始まった。その熱のこもった演技に大きな拍
手を送ってほしい」と祝辞を述べた後、寺村獅子舞保存
会、五十崎秋祭り獅子舞保存会、立川神楽保存会、中川
万歳保存会が、それぞれの演目を披露しました。
　今回が初出演となる五十崎凧踊り保存会は、凧合戦で
有名な「五十崎凧踊り」を披露。けんか凧の様子を再現
したユニークな振り付けで、会場を盛り上げていました。
また特別出演として、280 年以上の歴史がある大分県臼
杵市・三

み わ

輪流臼杵神楽の愛護少年団が、子孫繁栄を祈る
「柴

しばいれ

入」と神に報恩感謝を表す「入
いれまわし

坐」を舞い、愛媛県
と大分県の文化交流を深めました。

待ち望んだオープン日に集まったスキー客の皆さん
1

2
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「
第
５
回
小
田
川
シ
ク
ロ
ク

ロ
ス
ｉ
ｎ
う
ち
こ
」は
12
月
10

日
、
五
十
崎
豊
秋
河
原
で
開

か
れ
、
内
子
町
内
外
か
ら
約

２
０
０
人
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が

集
結
し
、
熱
い
闘
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
は
オ
フ
ロ
ー

ド
で
行
う
自
転
車
競
技
で
す
。

コ
ー
ス
は
１
周
2.5
㌔
。
平
坦
な

道
か
ら
石
段
、
障
害
物
、
河
原

の
砂
利
道
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ス
を
走
っ
て
、
一
定
時
間

内
に
コ
ー
ス
を
何
周
で
き
る
か

を
競
い
ま
す
。
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス

や
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
、
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
別
で
競
技
が
行
わ
れ
る
た

め
、
誰
で
も
自
分
の
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
て
楽
し
く
参
加
で
き
ま

す
。
大
会
を
締
め
く
く
る
90
分

耐
久
レ
ー
ス
で
は
、
お
揃
い
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
走
る
チ
ー
ム

も
あ
れ
ば
、
た
っ
た
一
人
で
90

分
を
走
り
き
る
強
者
も
―
―
。

　

各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
表
彰
者
に

は
、
内
子
町
産
の
カ
ボ
チ
ャ
や

地
酒
な
ど
が
副
賞
と
し
て
贈
ら

れ
る
な
ど
、
内
子
ら
し
さ
満
載

の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

６_シクロクロス名物、カウベルの音で選
手たちを応援　７_クリスマスを前に、サ
ンタがトナカイを追いかける　８_平坦な
コースで一気に加速。さっそうと河川敷を
駆け抜ける　９_河川敷の石段もコースの
内。歯を食いしばって駆け上る　10_全力
を出し切り、倒れ込む選手

４_ユニフォームは作業着。雨の中泥だらけに

なってゴール　５_相棒の自転車を肩に担ぎ、

最後は自らの足でゴールを目指す

小田川シクロクロス  in うちこ
　　　　――フォトリポート――

小田川の河川敷を駆け抜けたサイクリストたち――
「小田川シクロクロスｉｎうちこ」の激闘を写真でお伝えします

１「90分耐久レース」で一斉にスタートする選手

５

６

７

４

８

９

10

２  河川敷のシンボル、大きな榎

３  地酒を手に笑顔の表彰者



な

ろ

ば

ひ

み

ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

わが家の一皿
SPECIAL DISH
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永
岡
　
裕
ゆ
た
か

さ
ん
（
36
）

＝
上
町
＝

い
第
二
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
し
か

し
、
内
子
町
に
来
た
ば
か
り
の
こ

ろ
は
正
直
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。

松
山
に
帰
り
た
い
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
家

族
や
親
友
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ

る
内
子
町
の
人
た
ち
の
温
か
さ

に
触
れ
ま
し
た
。
仕
事
か
ら
帰
る

と
、
玄
関
の
ド
ア
ノ
ブ
に
採
れ
た

て
の
野
菜
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た

り
、
手
作
り
の
料
理
を「
ど
う
ぞ
」

と
分
け
て
く
れ
た
り
と
、
内
子
町

に
来
る
前
の
環
境
か
ら
は
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
、
と
て
も
短
い
期
間

で
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
今

で
は「
自
分
の
居
場
所
は
五
十
崎

だ
」と
自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
。

「
内
子
町
最
高
！
」

　

私
は
大
洲
市
新
谷
で
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ

オ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー

ル
で
は
、
内
子
町
や
大
洲
市
の
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
、
楽
し
く

踊
っ
て
い
ま
す
。
ひ
た
む
き
に
踊

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
は
い
つ
も

感
動
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
田
舎
か
ら
全
国
へ
―
―
」。
そ

う
常
に
目
標
を
掲
げ
て
い
る
私
に

と
っ
て
、
今
年
は
そ
の
悲
願
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス

ク
ー
ル
選
抜
チ
ー
ム
の
子
ど
も
た

ち
が
、
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
私
自
身
、
子
ど
も
た

ち
の
お
か
げ
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
成
長
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ス
ク
ー

ル
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心
か

ら
楽
し
ん
で
く
れ
る
ス
ク
ー
ル

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
も
大
好
き
な

の
で
、「
来
て
よ
か
っ
た
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
続
け
て
頑
張
り
ま
す
。

▼
次
は
、
中
谷
竜
介
さ
ん
＝
長
田
＝

に
お
願
い
し
ま
す
。

①キャベツの芯はみじん切り、葉
は３㌢のせん切りにする／②ニン
ジンは皮ごとすりおろし、ネギは
みじん切りにする／③鶏ひき肉、
キャベツの芯、ネギ、ショウガ汁
とⒶを粘りが出るまで混ぜる／④せ
ん切りキャベツに片栗粉をまぶし、
③を丸めた周りに付け、すりおろし
ニンジンを乗せて６分蒸したら完成

●作り方

門田　京
きょうこ

子さん
＝上村＝

●作った人

第
二
の
ふ
る
さ
と
で

　
　
夢
を
か
な
え
る

キャベツしゅうまい

キャベツ80㌘／ネ
ギ20㌘／鶏ひき肉
100㌘／ショウガ汁
小さじ２／ニンジン
10㌘／片栗粉適量／
練り辛子少々／Ⓐ醤
油小さじ２、酒とご
ま油小さじ１ずつ、
砂糖小さじ２ / ３

●材料（４人分）

ダンススクールに通う子どもたちと写る永岡さん

おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

１月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

上田　芽
め い

依ちゃん　柿原

お兄ちゃん大好き♡
早く一緒に歩きたいな！

1.5林
　
莉り

さ紗
ち
ゃ
ん
　
内
子
２

食
べ
る
こ
と
大
好
き
！
　
早
く
歩
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
な
☆

1.7

「はじめてのバースデー」への
掲載案内は、誕生月の前々月上
旬にお送りしています。

ぜひ、応募してください。

　

私
は
８
年
前
、
仕
事
の
関
係
で

松
山
市
か
ら
内
子
町
に
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
。
今
の
私
に
と
っ

て
、
内
子
町
は
か
け
が
え
の
な内

海
　
咲さ

ら良
ち
ゃ
ん
　
内
子
19
第
２

よ
く
男
の
子
に
間
違
え
ら
れ
る
け
ど
、

女
の
子
だ
よ
。
か
わ
い
い
で
し
ょ
？

1.17

池
田
　
郁い
く
と翔

く
ん
　
河
内
５

ご
は
ん
大
好
き
！
　
す
く
す
く
育
っ
て

ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
も
得
意
で
す
。

1.5

岩
本
　
琴こ
と
の暖

ち
ゃ
ん
　
新
川
町

も
ぐ
も
ぐ
ご
は
ん
大
好
き
！
　
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

1.26松
下
　
柊し
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
く
ん
　
岡
第
２

い
つ
も
に
こ
に
こ
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
柊

太
郎

1.31

子育て中のあなたへ贈る「いのちのはなし」

　子育て中の保護者を対象に、元養護教員の毛
利弘

ひ ろ こ

子さんを講師に迎えて、いのちの大切さに
ついて講演していただきます。参加は無料です
ので、お気軽にお越しください。
●日時　２月４日（日）　午前10時～正午
●場所　内子自治センター　多目的ホール
● 講師　毛利　弘子さん

●演題　 絵本「いのちのはなし　グー・チョキ・
パー」に思いをのせて～いのちを育む
よろこび～

●対象　子育て中の保護者、子育て支援者など
【問い合わせ】
内子町子育て支援センター
☎０８９３（４４）６３５５



広報クイズ
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くらしの
エコロジー

内子町の人☆キラリ

TOWN'S  STAR

VOICE

まちの声
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「広報うちこ」1月号を読んで、①～⑥
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：１月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」３月号

旅の友

　10月末、親友と京都を旅しまし
た。初来日の彼には、見るもの全
てが新鮮だったようです。私は京
都を満喫するため計画を立てまし
た。京都タワーからバスで二条城
へ行き、漫画ミュージアムへ徒歩
で移動。錦市場で食べ歩きを楽し
み、バスで金閣寺へ――。しかし、
計画通りとはいきませんでした。
　私はいろんな体験をして、写真
もたくさん撮りたかったのです
が、友人はお土産を買いたいだけ
でした。また、彼が「疲れた」と言
うので金閣寺は諦めることになり
ました。翌朝は銀閣寺に日が昇る
のを待つため、「早起きする必要
はない」と伝えましたが、彼は11
時まで寝てもいいのだと勘違い。
計画を変更し、食事の時間も含め

て祇園だけで５時間も滞在するこ
とになってしまいました。
　内子へ帰るバスの中、私にとっ
て最高の旅の友とはどんな人か考
えました。興味を持っていろんな
ことを体験したい人、計画を立て
て行動する人、写真が好きな人、
初めての食べ物にも挑戦できる人
ではないかと思いました。一方、
一緒に旅した親友は、どこか一つ
観光地に出かけ、あとは宿の近く
で楽しむ人や、毎晩遅くまで起き
ていて、朝遅くまで寝ていたい人
が好みでした。私たちは親友なの
で、それでもたくさんの楽しい思
い出ができましたが、互いにとっ
ていい旅の友ではありませんでし
た。あなたの理想の旅の友はどん
な人ですか。

外国語指導助手

ピーター・コール
Peter Cole

おいしい食べきり

キャンペーン

答え「しちごさん」　正解数
•森本　善昇さん　（内子17）
•前野美恵子さん　（護国）
•小野植元幸さん　（松尾）
•森本　良子さん　（岡第２）
•稲月　真子さん　（柿原）
•伊達　政翔さん　（上宿間）
•藤原キヨ子さん　（吉野川）
•能仁めぐみさん　（中川西）
•谷　　節美さん　（西条市）
•庄司　葉子さん　（東京都）

●11月号当選者の皆さん

　

愛
媛
県
は
、
食
べ
残
し
に
よ

る
食
品
廃
棄
量
を
削
減
す
る
た

め「
お
い
し
い
食
べ
き
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
に
お
け
る
年
間
の
食
品
廃

棄
量
は
、
食
料
消
費
量
全
体
の
３

割
に
あ
た
る
約
２
８
０
０
万
㌧
。

そ
の
う
ち
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食

品
、
い
わ
ゆ
る「
食
品
ロ
ス
」
は

約
６
２
０
万
㌧
に
上
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
世
界
中
で
飢
餓
に
苦
し
む

人
に
向
け
た
食
糧
援
助
量（
平
成

26
年
は
年
間
約
３
２
０
万
㌧
）を

大
き
く
上
回
り
ま
す
。
日
本
人
一

人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
毎
日

お
茶
碗
一
杯
分
の
食
料
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
月
は
新
年
会
な
ど
、
宴
会
が

多
い
時
期
で
す
。
新
年
か
ら
心
機

一
転
し
て
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

た
め
の「
宴
会
五
箇
条
」
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

《
宴
会
五
箇
条
》

①�

適
量
注
文
／
人
数
や
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
、
食
べ
き
れ
る
量
を
判
断

し
て
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

②�

声
か
け
／
幹
事
の「
お
い
し
く

残
さ
ず
食
べ
き
ろ
う
」の
一
言

で
宴
会
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

③�

味
わ
い
タ
イ
ム
／
開
始
30
分
と

終
了
前
の
10
分
間
は
席
に
戻
り

料
理
を
味
わ
う「
３さ

ん
ま
る
い
ち
ま
る

０
・
１
０

運
動
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

④�

シ
ェ
ア
／
食
べ
き
れ
な
い
料
理

は
分
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

⑤�

残
さ
ず
食
べ
き
り
／
食
べ
残
し

が
な
い
か
、
最
後
に
み
ん
な
で

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

銀閣寺（東山慈照寺）を訪れたピーターさん

久保田　一
か ず し

志さん（64）　論田２

幸せな移住のカタチ

　 論 田 の 県 道 沿 い に あ る カ フ ェ「 Ｆ
エフエフシー

ＦＣ
ｓ
サ ン ド イ ッ チ ア ン ド コ ー ヒ ー

ａｎｄｗｉｃｈ＆ｃｏｆｆｅ」。オーナーの久保田一志さ
んは 6年前、家族と共に内子町に移住しました。高
校卒業後、地元の今治市を離れて大阪に出た久保田
さん。「ビルに囲まれた都会で長年暮らしたことで、
自分にとっての幸せとは何かを考えるようになっ
た。価値観が変わりました」と振り返ります。内子
町の前は沖縄県の石垣島に住むなど、久保田さんは
自然の美しさに人生の価値観を見出します。愛媛県
への帰郷を考えていた時、「緑豊かな山々に囲まれ
て生活ができる」と内子町への移住を決めました。
　11 月にオープンしたカフェには、内子町外からも
お客さんが訪れます。「こんな遠くまで来てくれた
と思うと、とてもありがたい。都会では味わえない
感覚」とほほ笑みます。「田舎暮らしを考えている
人は多くても、一歩を踏み出せないのは移住した先
で何をすればいいのか分からないから。移住者の一
人として、私たち家族の生活やカフェの運営が、一
つの例になれば――」と思いを語りました。

カフェ２階の壁に娘の奈
な な
奈さんが描いたキリンの絵。笑顔の久保

田さんご家族（左から麗
れい
さん、志

し し
志くん、奈奈さん、一志さん）

①被害多発中！
　架空の「●○○○○はがき」に注意
② 南海トラフ巨大地震に備えて「●○

○○地区」で大規模な防災訓練
③「○○● 150年」関連施策の推進
④ 私たちの財産「○●○○○」を火事
から守ろう
⑤ 「29年度内子町を描こう●○○○
展」審査結果のお知らせ
⑥新成人の皆さんへ
　20歳になったら「○○○○○○●○」

□私の住む地区では、高齢者
の割合が高く、草刈りなど道路
を清掃する際に人手が足りま
せん。何かいい方法はありませ
んか。（60代男性）
■ 65歳以上の割合が50％を
超える行政区については、町道
に限り町が委託した業者が道

路を清掃します。また、50％未
満の行政区は、草刈り機の燃
料費用として１㍍あたり10円
以下の補助があります。ぜひご
相談ください。

【問い合わせ】
建設デザイン課
☎０８９３（４４）６１５７

町道の清掃について



HEARTFUL UTIA

事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」

　

図
書
館

　
へ

行
こ
う
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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
 ☎０８９３（４４）４１９８
　http://www.town.uchiko.
ehime.jp/library/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日・
年末年始

　派遣生12人は11月25日～12月５日の11
日間にわたるドイツ・ローテンブルク市、ス
ウェーデン・ストックホルムでの研修を終え
て元気に帰国しました。
　ローテンブルク市ではホームステイを通じ
て、慣れない英語でのコミュニケーションに挑
戦。悪戦苦闘しながらも、ホストファミリーの
優しさに触れ、ドイツの日常生活を体験しま
した。他にも、同市の街並み保存の研修や現
地の小学校訪問、伝統菓子作りなどを行いま
した。
　ストックホルムでは日本語を専攻をしてい
る現地の大学生と交流したり、市庁舎やノー
ベル博物館などを見学したりしました。
　初めての海外の経験から、たくさんの感動
や発見をした派遣生たち。帰国後、研修の様
子や成果をまとめています。１月18日に開く
報告会で発表しますので、ご期待ください。

第23回青少年海外派遣団

　派遣生12人が、研修で学んだことや
感じたことを自分たちの言葉で発表し
ます。どなたでも参加できますので、ぜ
ひご来場ください。
●日時　１月18日（木）午後６時30分～
●場所　内子自治センター

研修報告会を開きます

たくさんの経験、
思い出を胸に帰国

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

漱石、百年の恋。子規、最期の恋。
荻原雄一／著

漱石の体験談からついに特定された
初恋の人……。漱石の考え、明治期
の女子教育に関する資料などを読み
解き、若き漱石、子規を描いた小説

コミック版世界の伝記　葛飾北斎
ちさかあや／著

日本一の絵師を目指した北斎は、古
い決まりや常識にとらわれず、自分
の表現を追い求めた。数々の傑作を
生んだ北斎の人生を漫画で紹介

わたしを離さないで
カズオ・イシグロ／著

キャシーは生まれ育った施設での
日々を思い返していた。奇妙な授業
内容や教師の態度。キャシーの回想
は施設の驚くべき真実を明かす……

いぶくろちゃん
平田昌広／作

おなかがすいて、バナナを皮ごと食
べてしまった「いぶくろちゃん」。ど
うなってしまうのか。体の仕組みも
分かる楽しい絵本

1_ヴェルツブルク宮殿の前で記念撮影　2_オーバーシェッケンバッハ
小学校の３年生の英語授業に参加　3_オリジナル名札作り 4_お世
話になったホストファミリーと一緒に　5_ドイツのスーパーで、リサ
イクルのシステム、　デポジット制度を体験中　6_歓迎交流会で三人羽
織を披露　7_パン屋さんでクリスマスクッキー作り
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●「
第
43
回
内
子
町
読
書
活
動
研

　
究
集
会
」
を
終
え
て

　

読
書
活
動
の
推
進
を
目
的
と
し

た「
内
子
町
読
書
活
動
研
究
集
会
」

が
11
月
17
日
、
共
生
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
読
書
感
想
文
の
表
彰
式

と
作
家
の
重
松
清
さ
ん
の
講
演
が

あ
り
、
内
子
町
内
の
中
学
生
や
住

民
な
ど
、
６
６
２
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
重
松
さ
ん
が「
こ
と

ば
の
力
～
し
っ
か
り
迷
っ
て
生
き

て
い
く
た
め
に
～
」
と
題
し
て
登

壇
。
人
生
で
迷
う
こ
と
は
誰
で
も

あ
る
こ
と
で
、
本
が
人
生
の
助
け

に
な
る
こ
と
を
、
や
さ
し
い
言
葉

で
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

重
松
さ
ん
は「
登
場
人
物
の
気

持
ち
に
な
っ
て
読
む
こ
と
で
、
多

く
の
考
え
方
や
気
持
ち
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
豊
か
な
想

像
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
も
小

説
を
読
ん
で
ほ
し
い
」
と
小
説
を

読
む
こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
、
中

学
生
に
対
し
て
は「
読
書
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
迷
っ
た
り
悩

ん
だ
り
し
た
と
き
の
手
助
け
に
な

る
。
中
学
生
の
時
期
に
た
く
さ
ん

迷
っ
て
、
自
分
で
道
を
選
択
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
参
加
者
か
ら
は「
読

書
が
自
分
の
将
来
に
結
び
つ
く
こ

と
が
わ
か
っ
た
」「
も
っ
と
本
が
読

み
た
く
な
っ
た
」「
中
学
生
に
対
す

る
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印
象
的

だ
っ
た
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
１
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
⑧
》

▽
ロ
ー
ト
ア
イ
ア
ン
展

　
　

 （
児
玉
惇じ

ゅ
ん
ぺ
い平

さ
ん
）

  

文
学
講
座

▽
１
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

▽
内
容　
「
新し

ん
く
ろ
う
ど

蔵
人
物
語
」を
読
む

▽
講
師　

村
山
洋よ

う
こ子

さ
ん

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
～

　

１
月
６
日 

む
し
こ
ま
ど

　
　
　

13
日 

む
し
こ
ま
ど

　
　
　

20
日 
む
し
こ
ま
ど

　
　
　

27
日 
ど
ん
ぐ
り
会

「
皆
さ
ん
が
人
生
に
迷
っ
た
と
き
、

自
分
の
道
を
探
す
手
伝
い
が
で
き

る
小
説
が
書
き
た
い
」
と
語
っ
た

重
松
清
さ
ん
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小
田
川

内子町役場

五十崎
自治センター

豊秋橋

あけぼの橋

内子高校
内子自治
センター

本町ひろば

伊予銀行

道後屋

ウエダオート

ユーミー
ケア内子

ＪＲ
内子駅

《交通規制箇所図》

交通規制区間（大会関係車両を除く）

駅伝コース

片側交互通行区間

　後の10分程度のみ片側交互通行とします。
②内子自治センター周辺～森並薬局前
▷規制時間　午前11時30分～午後１時
③本町商店街（本町ひろば～道後屋前）

▽規制時間　午前11時30分～午後１時
●その他
▷通行止めのため掛木から旧道へは入りません。
▷国道56号と379号の往来は、水戸森トンネルの　
　利用をお願いします。

①交通規制区間Ａ
　五十崎自治センター前 ～ 久保石油

②、③交通規制区間Ｂ
▷内子自治センター周辺～森並薬局前
▷本町商店街（本町ひろば ～ 道後屋前）

駅伝競走大会の実施に伴う交通規制にご協力をお願いします
「第13回内子町駅伝競走大会」 

スタート

１月21日（日） 

- START- 【問い合わせ】内子町教育委員会　自治・学習課（内子分庁内）

　　　　
 ☎０８９３（４４）２１１４

　第13回内子町駅伝競走大会の実施に伴い、下
記のとおり交通規制を行います。ご迷惑をお掛け
しますが、皆さんのご協力をお願いします。
●大会日時
　１月21日（日）正午スタート
※雨天決行。荒天の場合は１月28日（日）に延期
●コース　五十崎自治センター前→内子自治セン
　ター→富長集会所→ＪＡ柿選果場→大瀬小学校
　→いかだや→水元集会所→小田自治センター
●交通規制区間
①五十崎自治センター前～久保石油

▽規制時間　午前11時～午後０時５分
※役場本庁前から「かわもや」の間は、スタート前

危険です！　絶対にしないでください

車で移動しながらの応援は危険です。選手や観
客の安全を守るため、絶対にしないでください。

　

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
を
小

学
校
や
中
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
が

困
難
な
保
護
者
に
対
し
、
給
食
費
や

学
用
品
費
な
ど
学
校
生
活
で
必
要
な

経
費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

●
対
象　

経
済
的
理
由
で
困
っ
て
い

　

る
保
護
者
で
、
教
育
委
員
会
が
援

　

助
を
必
要
と
認
め
る
人
。

※
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
な
ど
、

　

生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
程
度
に

　

困
窮
し
て
い
る
人
が
対
象
に
な
り

　

ま
す
が
、
申
請
し
て
も
認
定
さ
れ

　

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法　

お
子
さ
ん
が
在
学（
ま

　

た
は
入
学
）す
る
学
校
に
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

◎
お
子
さ
ん
が
在
学
す
る
学
校

◎
内
子
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育

　

課
庶
務
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
４

学
校
生
活
で
必
要
な
経
費
の
一
部
を
援
助
す
る

「
就
学
援
助
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か

●
認
定
書
の
交
付
対
象
者
　
次
の
①

　

～
③
の
条
件
を
満
た
す
人
。
①
町

　

内
に
住
所
を
有
す
る
満
65
歳
以
上

　

の
人
②
29
年
12
月
31
日
現
在（
29

　

年
中
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
亡
く

　

な
っ
た
日
）で
、
要
支
援
ま
た
は
要

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
③
一

　

定
の
認
定
基
準
を
満
た
す
人

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が
あ

　

る
人
は
、
認
定
書
は
不
要
で
す
。

【
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課　

介
護
保
険
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」（
以

下
、
認
定
書
）を
提
出
す
る
こ
と
で
、

所
得
税
・
住
民
税
の
控
除
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
認
定
書
の

交
付
は
、
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
で
一
定
の
認
定
基
準
を

満
た
す
人
、
ま
た
は
そ
の
人
を
扶
養

し
て
い
る
人
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

29
年
中
に
認
定
書
が
交
付
さ
れ
、

条
件
を
満
た
す
対
象
者
に
は
、
１
月

中
旬
頃
に
認
定
書
を
発
送
し
ま
す
。

交
付
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

担
当
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
「
障
害
者
控
除
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す

　

コラム＊ねんきん瓦版

　国民年金は年を取ったときやいざというとき
の生活を､ 現役世代みんなで支える仕組みです。
20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続
きをしましょう。

◆将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、
保険料を納める制度です。国が責任を持って運
営するので、年金の給付は生涯にわたって保障
されます。
◆老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年を取ったときの老齢年金の
ほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金
は､ 病気や事故で障害が残ったときに受け取れ
ます。また遺族年金は､ 加入者が死亡した場合、
その加入者により生計を維持されていた遺族

（「子のある配偶者」や ｢子｣）が受け取れます。

◆ ｢学生納付特例制度｣
　学生は一般的に所得が少ないため､ 本人の所得
が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付を猶
予する制度があります。対象は、学校教育法に規
定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等
専門学校、専修学校および各種学校（修業年限1
年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校
に在学する人です。
▶学生でない50歳未満の人で、本人および配偶者
　の所得が一定額以下の場合は「納付猶予制度」
　があります。国民年金のご相談、手続きなどに
　ついては、お問い合わせください。

【問い合わせ】
住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

～新成人の皆さんへ～　20歳になったら国民年金

国民年金のポイント

学生は猶予制度の手続きを

2018. 1   広報うちこ  23 広報うちこ   2018. 1 22
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●
住
宅
の
規
格
・
家
賃
な
ど　

❶
妙
見
団
地
２
号（
五
十
崎
地
区
）

▽
住
所　

五
十
崎
甲
８
８
６
番
地
１

▽
構
造　

簡
易
耐
火
２
階
・
Ｓ
53
建

▽
面
積
他　

60
・
０
㎡
、
２
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　

１
万
２
０
０
０
円
～

※
駐
車
場
な
し

❷
古
田
団
地
８
号
（
五
十
崎
地
区
）

▽
住
所　

五
十
崎
甲
５
４
９
番
地
１

▽
構
造　

簡
易
耐
火
２
階
・
Ｓ
49
建

▽
面
積
他　

47
・
０
㎡
、
２
D
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　

９
０
０
０
円
～

※
駐
車
場
あ
り

●
入
居
資
格　

　

次
の
⑴
～
⑷
を
満
た
す
人

⑴
同
居
親
族
の
あ
る
人（
た
だ
し
条

　

件
に
よ
っ
て
は
単
身
入
居
も
可
）

⑵
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

が
明
ら
か
な
人

⑶
収
入
基
準（
月
額
所
得
が
20
万
円

　

以
下
）を
超
え
な
い
こ
と

※
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
障
が
い
者

　

や
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

　

な
ど
は
、21
万
４
０
０
０
円
以
下

⑷
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

●
共
通
事
項

◦
入
居
時
に
は
敷
金（
家
賃
３
カ
月

　

分
）が
必
要

◦
家
賃
は
、
入
居
者
の
収
入
に
よ
り

　

決
定

●
申
込
方
法
　
入
居
者
申
込
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

１
月
23
日（
火
）

※
申
し
込
み
が
な
い
場
合
は
、
随
時

　

募
集
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
建
設
デ
ザ
イ
ン
課
・
内

　

子
分
庁
・
小
田
支
所
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

妙見団地の外観古田団地の外観

職　種 募集人数 勤務場所 必要な資格 賃金（予定）
運転手

（町営バス） 若干名 総務課・内子分庁 大型二種 （月額）
　14万8,200円

広報紙等
編集事務員 １人 総務課

普通免許（一種）、広報作成に必要な編
集ソフト（Indesign、iilustrator）の操作
ができること

（月額）
15万8,800円

●採用職種、募集人員など

●任用期間　30年４月１日から６カ月間（勤務成 
　績により更新可）
●応募資格　次の⑴・⑵の条件を満たす人
⑴年齢が18歳以上63歳未満（30年４月１日現在）
⑵地方公務員法第16条各号のいずれにも該当し
　ない人
●勤務条件
▷勤務時間　午前８時30分～午後５時15分（土・
　日曜日、祝日、年末年始は休み）
※職種により勤務時間が変更になる場合があります。
※各種休暇、手当など有り。
●採用試験
▷選考日　１月28日（日）

▷場所　内子町役場
▷選考方法　面接（編集事務員は、履歴書と作品
　による書類審査があります）
●応募方法　所定の申込書と必要資格の写しを提
　出。申込書は総務課、内子分庁、小田支所、また
　は町のホームページで入手できます。
※編集事務員は履歴書と作品２点を提出。
※詳しくは申込者に通知します。
●応募期限　１月18日（木）
【応募・問い合わせ】

〒７９５―０３９２　内子町平岡甲１６８番地
総務課　人事・給与係
☎０８９３（４４）６１５０

内子町臨時職員を募集します
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学　年 氏　名 学校名

１年生

瀧野　萊斗（らいと） 内　子
山中　大輝（だいき） 立　川
宮岡　拓都（たくと） 天　神
大久保はな 五十崎
桝田　美柚（みゆ） 小　田

２年生

清水こゆき 内　子
竹本　大輝（だいき） 内　子
関根　瑞樹（みずき） 立　川
山本　遥斗（はると） 石　畳

３年生

稲谷　朱優（あゆ） 内　子
大本陽菜乃（ひなの） 内　子
中野　元太（げんた） 立　川
齊藤なつめ 五十崎
水田　倖大（こうだい） 小　田

４年生

泉　　彰侑（しょう） 大　瀬
丸山　美咲（みさき） 五十崎
源田　大空（そら） 小　田
本田　華奈（はな） 小　田

５年生

京河　茉優（まゆ） 内　子
中村　幸樹（こうき） 内　子
明智　千夏（ちなつ） 大　瀬
泉　　智里（ちさと） 大　瀬
松田　早季（さき） 立　川
小田原葉奈（はな） 五十崎

６年生

佐藤　真弥（まなみ） 内　子
大野　春陽（はるひ） 内　子
長田　未璃（みり） 立　川
稲月　杏珠（あんず） 五十崎
上岩　真一（しんいち） 小　田

学　年 氏　名 学校名

１年生

德永　あい 内　子
後藤　綺香（あやか） 内　子
清水　未来（みらい） 内　子
池田丈太郎（じょうたろう） 五十崎
森石　愛里（あいり） 五十崎
中川　　寧（しず） 五十崎

２年生

泉　　美優（みゆ） 内　子
沖永　愛梨（あいり） 内　子
稲田　怜歩（れある） 内　子
山本　　翼（つばさ） 五十崎
谷本　皓月（こうづき） 五十崎
佐々木こころ 五十崎

３年生

中元　朋曉（ともあき） 内　子
森長　悠夏（ゆうか） 内　子
武村　晃利（あきとし） 内　子
大見さくら 五十崎
西岡日向子（ひなこ） 五十崎
三浦　功暉（こうき） 小　田

『いもほりたのしいな』
宮岡　拓都くん（天神小１年）

『いいとこいっぱい石だたみ』
山本　遥斗くん（石畳小２年）

『お面をつけてさるになっておどるぼく』
中野　元太さん（立川小３年）

『大きな鳥居』
源田　大空さん（小田小４年）

『新緑と校舎』
泉　智里さん（大瀬小５年）

『内子町の大切な保存物』
大野　春陽さん（内子小６年）

――　特選受賞者（敬称略）　――

●小学生の部

●中学生の部

「29年度内子町を描こう写生展」審査結果のお知らせ

　「29年度内子町を描こう写生展」の審査会が11月17日
に行われ、小学校712点、中学校422点の応募作品の中
から、特選に小学校29点、中学校18点が選ばれました。

『この路地を通って』
清水　未来さん（内子中１年）

『夕方の五十崎』
山本　翼さん（五十崎中２年）

『小田の風景』
三浦功暉さん（小田中３年）



くらしの情報

　

全
４
回
の
内
子
町
知
的
農
村
塾
を

開
講
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
第
２
回
》

●
日
時
　
２
月
５
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
演
題　
「
限
界
集
落
か
ら
世
界
へ
」

●
講
師　

佐
伯
勝か

つ
ひ
こ彦

さ
ん（
㈱
高
千

　

穂
ム
ラ
た
び
ど
ぶ
ろ
く
隊
隊
長
）

《
第
３
回
》

●
日
時　

２
月
22
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
４
時
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
演
題　
「
Ｎ
ｉｐ
ｐ
ｏｎ
の
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

　

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
！　

～
目
指　

せ
、
京
都
、
富
士
山
、
内
子
町
～
」

●
講
師　

養
父
信の

ぶ
お夫

さ
ん（ 

（一社）「
九
州

　

の
ム
ラ
」代
表
理
事
）

《
第
４
回
》

●
日
時　

３
月
22
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
演
題　
「
平
成
の
桃
源
郷
お
が
わ

　

作
小
屋
村
」

●
講
師　

上
米
良
秀ひ

で
と
し俊

さ
ん（
小
川

　

作
小
屋
村
運
営
協
議
会
会
長
）

※
受
講
料
は
各
５
０
０
円
。
第
３
回

　

は
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協

会
の
会
員
が
、
競
技
の
ル
ー
ル
や
楽

し
み
方
を
教
え
ま
す
。
小
学
生
も
参

加
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

２
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

●
場
所　

緑
地
公
園
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

　

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

●
対
象　

小
学
生
以
上

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

１
月
31
日（
水
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
体
育
協
会
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会　

事
務
局
・
力
石（
内

子
町
役
場
総
務
課
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

●
主
催　

内
子
町
文
化
協
会

●
参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会　

自
治
・
学
習

課　

生
涯
学
習
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

《
健
康
講
座
（
調
理
実
習
と
講
話
）》

●
日
時　

１
月
23
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
内
容　
「
か
ら
り
」の
食
材
を
使
っ

　

た
料
理
／
講
話「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
パ
ー
ク
か
ら
り
に
つ
い
て
」

●
定
員　

15
人

●
参
加
費　

１
人　

３
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、頭
巾

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時　

２
月
５
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費　

無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

●
日
時　

30
年
２
月
２
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
開
演

●
場
所　

共
生
館

●
料
金　

Ｓ
席
５
０
０
０
円
／
Ａ
席

　

４
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

五
十
崎
自
治
セ

　

ン
タ
ー
、
町
並
・
地
域
振
興
課

※
内
子
座
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

購
入
で
き
ま
す
。

●
主
催
　
内
子
町
文
化
創
造
事
業
実

　

行
委
員
会

●
共
催　

内
子
町
・
内
子
町
教
育
委

　

員
会

【
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課　

伝
統
文
化
施

設
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

　
「
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」で

は
、
独
身
男
女
に
出
会
い
の
場
を
提

供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
各
地
で
開
い
て

い
ま
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や
カ
ッ
プ
ル

の
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
、
愛
の
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
役
で
す
。
募
集
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

30
年
２
月
22
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
６
時
～
８
時

●
場
所　

大
洲
喜
多
法
人
会

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
３
３
）５
５
９
６

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
21
日（
日
）

▽
俳
句
受
付　

午
前
10
時
～
11
時

▽
開
会　

午
後
０
時
30
分

●
場
所　

共
生
館

●
投
句
料　

１
人
５
０
０
円

●
募
集
対
象
住
宅

▽
神
山
団
地（
Ｓ
58
～
59
建
）

▽
松
柏
団
地（
Ｈ
１
建
）

▽
白
浜
団
地（
Ｈ
12
建
）

▽
大
洲
東
団
地（
Ｈ
７
建
）

●
申
込
受
付
期
間

　

30
年
２
月
１
日（
木
）～
９
日（
金
）

※
土
・
日
曜
を
除
く
。

※
申
込
書
の
配
布
は
１
月
上
旬
か
ら

　

始
め
ま
す
。

※
申
込
は
次
年
度
の
抽
選
日
の
前
日

　

ま
で
有
効
で
す
。

●
入
居
順
位
の
抽
選

▽
日
時　

３
月
５
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

愛
媛
県
八
幡
浜
庁
舎

●
資
格
審
査
・
入
居
案
内　

空
き
家

　

が
で
き
次
第
、
入
居
順
位
に
従
い

　

連
絡
し
ま
す
。
県
の
判
断
で
、
入

　

居
の
順
番
な
ど
が
変
わ
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
南
予
地
方
局　

八
幡
浜
土
木

事
務
所
管
理
課

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

集

募県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」

し

催「
内
子
町
新
春
俳
句
大
会
」

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

か
っ
こ
い
い
日
本
が
こ
こ
に

「
Ｄド

ラ

ム

Ｒ
Ｕ
Ｍ   

Ｔタ

オ

Ａ
Ｏ
」
公
演

初
心
者
も
楽
し
め
る
講
習
会

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
」

公演ポスター

第
17
期
（
前
期
）「
内
子
町
知

的
農
村
塾
」
の
ご
案
内

【申込・問い合わせ】　内子町社会福祉協議会
☎０８９３（４４）３８２０

　内子町社会福祉協議会内子分会、五城分
会、立川分会、満穂分会では、金婚該当の皆
さんを対象に、ささやかな祝賀会を計画して
います。29 年度中に結婚 50 周年を迎えるご
夫妻は、ぜひご参加ください。
●開催日　30年２月22日（木）
●対象　内子・五城・立川・満穂の各分会の
　区域内に居住し、昭和42年４月～ 43年３
　月に結婚した夫婦
●申込方法　まずは電話でお申し込みくださ
　い。後日、詳しい案内状を送付します。
●申込期限　１月31日（水）

金婚の祝賀会のお知らせ ――結婚50周年を迎える皆さんへ――

社協だより　vol.5

28年度の金婚祝賀
会の様子です。人
生の節目にもう一
つ、お二人の思い出
をつくりませんか

ターゲットバードゴルフの魅力を感じよう
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電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

　

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信

　

機
械
器
具
製
造
業
＝
８
４
９
円
④

　

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
船
舶
用
機

　

関
製
造
業
＝
８
８
６
円
⑤
各
種
商

　

品
小
売
業
＝
７
７
２
円

※
特
定
最
低
賃
金
に
は
、
適
用
除
外

　

の
労
働
者
と
、
①
～
③
の
産
業
に

　

は
適
用
除
外
業
種
が
定
め
ら
れ
て

　

い
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
愛

　

媛
県
最
低
賃
金（
１
時
間
７
３
９

　

円
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

◎
愛
媛
労
働
局　

賃
金
室

☎
０
８
９
（
９
３
５
）５
２
０
５

◎
八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
１
７
５
０

　　
「
あ
の
こ
の
愛
媛
」
は
県
内
の
求

人
情
報
や
移
住
情
報
を
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
ま
と
め
て
探
せ
る

新
し
い
求
人
・
移
住
情
報
総
合
サ
イ

ト
で
す
。
短
時
間
で
も
働
け
る
近
所

くらしの情報

　

●時間　午前９時 30 分～午後４時
●持ってくるもの
①印鑑
②29年中の収入・支出が分かるもの（給与・年金
　源泉徴収票、農業の収支明細書、領収書など）
③個人番号カード。または個人番号通知カード
　と運転免許証など本人確認ができるもの
※�社会保険料控除の申告には、国民年金保険料
の控除証明書、または領収書が必要です。
※期間中は、上記の相談会場で申告をしてくだ
　さい。原則、本庁・分庁・支所の窓口では受
　け付けできませんので、ご了承ください。
【問い合わせ】
税務課　住民税係
☎０８９３（４４）６１５３

30年度町県民税・国民健康保険税
申告相談会の日程をお知らせします

●申告相談会の日程

期日 内子地区 五十崎地区 小田地区
2/
15（木）石畳自治会館 中田渡自治会館

16（金） 龍王自治会館 参川地区体育館

19（月） 宿福自治会館 参川地区体育館

20（火） 御祓自治会館

21（水）立川小学校

22（木）和田自治会館

23（金）大瀬自治センター

26（月）大瀬自治センター 町民会館２階

27（火）大瀬自治センター 町民会館２階

28（水） 町民会館２階

３／１
　 （木） 町民会館２階 林業センター

２（金）内子自治センター 林業センター

５（月）

～

８（木）
内子自治センター 林業センター

９（金）内子自治センター 町民会館２階

12（月）

～

14（水）
内子自治センター 町民会館２階

15（木）内子自治センター 林業センター

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　

平
成
30
年
は
、
明
治
元
年
か
ら
起

算
し
て
満
１
５
０
年
に
な
り
ま
す
。

　

政
府
で
は
３
つ
の
柱
、
①「
明
治

以
降
の
歩
み
を
次
世
代
に
遺
す
施

策
」
／
②
明
治
の
精
神
に
学
び
、
さ

ら
に
飛
躍
す
る
国
へ
向
け
た
施
策
」

／
③
明
治
１
５
０
年
に
向
け
た
機
運

を
高
め
て
い
く
施
策
」―
―
を
立
て
、

関
連
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

国
だ
け
で
な
く
、
地
方
公
共
団
体

や
民
間
も
含
め
て
、
日
本
各
地
で

「
明
治
１
５
０
年
」
に
関
す
る
多
様

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/ singi/

　

m
eiji150/portal

の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
や
新
卒
社

員
の
募
集
な
ど
、
多
様
な
求
人
情
報

を
発
信
。
地
図
上
で
の
求
人
企
業
の

表
示
や
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
、
主
婦
・

主
夫
歓
迎
、
シ
ニ
ア
歓
迎
コ
ー
ナ
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
愛
媛
の
求

人
を
探
せ
ま
す
。

　

https://ano-kono.ehim
e.jp

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
総
合
政
策
課　

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
３
３

  

１
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
に
法
隆

寺
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
を
損
傷
し

た
日
で
す
。
文
化
庁
と
消
防
庁
は
こ

の
日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定

め
、
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
防
災
と
文
化
財
愛
護
の
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

内
子
町
に
は
町
並
み
や
内
子
座
な

ど
貴
重
な
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
普
段
か
ら「
火
の
用
心
」
を

徹
底
し
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
財

を
一
緒
に
守
り
ま
し
ょ
う
。　

　

内
子
消
防
署
で
は
文
化
財
の
立
入

検
査
な
ど
を
実
施
し
て
、
将
来
に
継

承
す
べ
き
文
化
財
の
火
災
予
防
に
努

め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
文
化
財
付

近
で
の
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

　　
「
法
務
省
管
轄
支
局
○
○
○
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
公
的
機
関
を
装
い
、
訴

訟
す
る
な
ど
の
文
言
で
料
金
を
請
求

す
る
は
が
き
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
は
架
空
請
求
で

す
の
で
、
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
問

い
合
わ
せ
先
に
は
、
決
し
て
連
絡
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
愛
媛
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
お
住
ま

い
の
市
町
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
２
５
）
３
７
０
０

《
愛
媛
県
特
定
最
低
賃
金
の
周
知
》

　

29
年
12
月
25
日
付
け
で
愛
媛
県
特

定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
改
正
後
の
最
低
賃
金（
１
時
間
）

　

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業
＝
８
６
９

　

円
②
は
ん
用
・
生
産
用
・
業
務
用

　

機
械
器
具
製
造
業
＝
８
７
７
円
③

　

高
校
や
大
学
な
ど
に
係
る
費
用
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

●
融
資
額　

３
５
０
万
円
以
内（
子

　

ど
も
一
人
あ
た
り
）

●
金
利　

年
１
・
76
㌫　

固
定
金
利

●
返
済
期
間　

15
年
以
内

●
使
い
道　

入
学
金
、
授
業
料
、
教

　

科
書
代
、
家
賃
な
ど

※
詳
し
く
は「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で

　

検
索
、
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
５
７
０
）
０
０
８
６
５
６

※
詳
し
い
資
料
を
郵
送
し
ま
す
。
興

　

味
の
あ
る
人
は
一
度
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し

　

い
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

w
w

w
.kskk.or.jp

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
８

　

南
の
島「
ヨ
ロ
ン
島
」
で
、
い
か

だ
作
り
や
洞
窟
探
検
な
ど
の
野
外
活

動
を
体
験
で
き
ま
す
。
一
緒
に
楽
し

い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

●
期
間　

３
月
26
日（
月
）

　
　
　
　

～
４
月
１
日（
日
）

●
場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
対
象　

小
学
生

●
定
員　

２
０
０
人

●
費
用　

13
万
円（
松
山
空
港
出
発
、

　

参
加
費
・
旅
費
込
み
）

●
応
募
期
限　

３
月
５
日（
月
）

　

冬
場
は
水
道
管
が
凍
結
し
破
裂
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
対
策
と
し
て

は「
水
道
管
に
保
温
材
を
巻
き
付
け

る
こ
と
」「
少
し
ず
つ
水
を
出
す
こ

と
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
水
抜

き
を
す
る
と
凍
結
の
心
配
は
、
ほ
ぼ

な
く
な
り
ま
す
。

　

各
家
庭
の
水
道
管
が
破
裂
し
漏
水

し
た
場
合
、
水
道
料
金
は
減
免
さ
れ

ま
せ
ん
。
漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
す

ぐ
に
内
子
町
指
定
の
水
道
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

水
道
係

被
害
多
発
中
！

架
空
の
請
求
は
が
き
に
注
意

愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

愛
媛
の
求
人
・
移
住
情
報
、

「
あ
の
こ
の
愛
媛
」
で
探
そ
う

明治150年のロゴマーク

サイトのトップページ

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に
注
意

私
た
ち
の
財
産
「
文
化
財
」

を
火
事
か
ら
守
ろ
う

「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施

策
の
推
進
に
つ
い
て

知

ら

せ

お

出
会
い
の
全
て
に
感
動「
ち

び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

子
ど
も
の
教
育
資
金
を

国
の
教
育
ロ
ー
ン
が
サ
ポ
ー
ト

たくさんの思い出と友だちをつくろう
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人のうごき お元気ですか
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高血圧を放っておかないで

　高血圧とは安静状態でも常に血圧が正常値より
も高い状態をいいます。目立った自覚症状が現れ
ることがほとんどないため、高血圧と指摘されて
も放置してしまうケースが少なくありません。し
かし、高血圧を放置していると動脈硬化がじわじ
わと進行していき、やがて脳卒中や心疾患、慢性
腎臓病などの重大な病気を引き起こします。

《家庭での血圧測定を習慣に》
　血圧は環境などで左右されます。効果的に血圧
を管理するためには、家庭で定期的に測ることが
有効です。朝１回と夜１回の１日２回、できるだ
け同じ時刻に測定し、測定値は記録しておきま
しょう。

《高血圧を予防する生活習慣》
▷塩分を控える。
▷野菜、果物、魚を積極的に食べる。ただし糖　

分の多い果物は食べ過ぎに注意する。
▷コレステロールを多く含む食品やバターなどの
　動物性の脂質の摂取を控える。
▷適正体重を維持する。適正体重＝ (身長m) ×22
▷有酸素運動を定期的に行う。
▷節酒、禁煙する。
▷ストレスをためない。

《寒い季節は特に用心》
　寒さによって、血圧は上がりやすくなるので、
血圧が高い人は特に冬場は注意が必要です。外出
するときは保温性の高い服、マフラーや手袋など
を着用し、体が冷えないようにしましょう。急激
な温度差でも血圧は上がりやすくなります。入浴
時はあらかじめ浴室や脱衣所を暖めておいたり、
トイレに行くときはもう 1 枚羽織るなどして血圧
が上がらないようにしましょう。

【問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

月の健康カレンダー2
●母子保健～すくすく子育て～

日 受付時間 場所 対象

９（金）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

28年６月・ ７月
生まれ

１歳６カ月児健康診査

日 受付時間 場所 対象

７（水）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

26年12月、27年
１月生まれ

３歳児健康診査

日 時間 場所 対象

２（金）午前９時30分
～ 11時 内子保健センター

乳幼児５（月）午前９時30分
～ 10時30分

五十崎保健センター

１（木） 小田保健センター

育児相談

日 受付時間 場所 対象

15（木）午前９時30分
～ 10時

内子保健
センター

28年 12月、29年
１月生まれ

１歳Ｃｏｍｅかむ教室（虫歯予防教室）

２

　インフルエンザワクチンが不足し、供給が遅
れているため、予防接種の助成期間を 30年1
月 31日まで延長します。 希望する人は、早め
に医療機関に問い合わせ・予約などをして、
予防接種を受けましょう。
●対象　▷１歳 ～ 15 歳（中学３年生）まで
　　　　▷ 65 歳以上

インフルエンザワクチン予防接種の

助成期間を延長します

　子宮頸がん検診（医療機関検診）の受診期
間は 30 年 1 月末までです。申込みをして、
まだ受診していない人は早めに受診しましょ
う。申込みをしていなくて、受診希望の人は
地域医療・健康増進センターまでご連絡くだ
さい。

子宮頸がん検診は受けましたか

日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151
水 加戸病院 0893（44）5500

木
日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土・日 大洲中央病院 0893（24）4551

●救急病院

（敬称略／ 11月６日～ 12月５日届出分）

日時：15（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※出張相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時／場所
▷ 13（火）午前９時30分～正午／町民会館、林業センター
▷ 20（火）午前９時30分～正午／内子分庁
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：13（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
　し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医2

日 医院名 電話番号
４（日）守口小児科（八幡浜市） 0894（24）7770

11（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199

12（月）大洲ななほしクリニック 0893（25）7710

18（日）ごとう小児科（大洲市） 0893（23）0510

25（日）山下小児科（西予市） 0894（62）6801

●小児在宅当番医

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。

日時：13（火）の午前９時30分～正午
場所：五十崎自治センター
問い合わせ：住民課　☎0893（44）6152

●人権相談

重岡　吉子（107）内子４

須﨑　　澄（84）内子14

作田　髙雄（90）内子18第2

二宮　　功（65）松尾
田中　澄子（93）田中
城戸カツミ（96）村前
小泉　重喜（88）本町１

合田　季武（84）本町１

児玉サトル（91）鵜川
白石　久行（79）川中１

●おくやみ

♣前田　和
わ く

玖　　　　　内子19第2

♣新上　千
ち あ き

耀　　　　　内子21

♣藤島　莉
り た

汰　　　　　中町

♥永見　碧
あ お な

菜　　　　　平野

●うぶごえ ―♣男の子 ♥女の子―

恭司
亜佳根
直幸
千春
吉幸
恵奈
龍太
真奈美

金田　秀子（92）下立山
池田　重夫（74）河内４

岩本　増江（84）天地
丸山　常江（94）下重松
山口　七重（89）新田第１

宇都宮カメ（95）祝谷
中野　　進（93）日野泉
二宮八重子 (99）林慶
石丸千代子（90）小田下

●まごころ銀行　
　皆様から寄付をいただきました。心からお礼申し上げます。

内子町社会福祉協議会

重岡　通央様（内子４）
篠田　久子様（村前）
髙池　敏彦様（中野）
山口　秀雄様（乙影山）
大田原　寬様（上立山）
大久保明德様（上田渡）

道岡　定茂様（下臼杵）
【一般寄付】
・訪問介護事業所うちこ園
　内まごころカフェ

・下芳我邸

●まちの人口
　（29年 12月１日現在／（　）内は前月比）

・人口　16,924人　（△ 10）
　　　　　　　男性　8,099人（△ 7）
　　　　　　　女性　8,825人（△ 3）

・世帯数　　 7,195戸（± 0）

　上岡　亮太
　吉田早茅宝
　小野　優樹
　成見　詩織
　宮岡　哲也
　山口　実優
　増原圭一郎
　栗田　亜美
　中谷　竜介
　久保　紀子

●たかさご

診療科目 診療時間

内科
○平日・土曜日：午後８時～ 11時
○日曜日・祝日：午前９時～午後６時

●大洲喜多休日夜間急患センター    ☎0893（23）1156

※当センターの診療は応急措置のみです。休日や夜間に急に　
　具合が悪くなった、中学生以上の人が診察できます。
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４
４
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０
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２
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０
３

U
C
H
IK
O

広
報
う
ち
こ

2018 January vol.243
1

▽
俳
句
づ
く
り
と
広
報
紙
づ

く
り
、
限
ら
れ
た
文
字
量
で

表
現
す
る
の
は
一
緒
で
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
の
が
言

葉
の
数
と
表
現
力
。
17
文
字

で
情
景
を
浮
か
ば
せ
る
俳
句

愛
好
家
の
皆
さ
ん
の
技
術
に

感
服
で
す
。
も
っ
と
内
子
町

の
美
し
さ
を
表
現
で
き
る
よ

う
俳
句
を
学
ぼ
う
か
な（
裕
）

▽「
ぼ
く
の
夢
わ
た
し
の
夢
」

に
登
場
し
た
光
井
く
ん
は
、

週
に
２
冊
の
本
を
読
む
読

書
家
で
す
。
思
い
返
せ
ば
子

ど
も
の
こ
ろ
、
い
つ
も
大
人

か
ら「
本
を
読
み
な
さ
い
」言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
人
に

な
っ
た
今
、
そ
の
大
切
さ
を

日
々
痛
感
し
て
い
ま
す（
航
）
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